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1. 緒言 

 

日本原子力研究開発機構（以下、「原子力機構」という。）では、組織全体で環境配慮活

動に取り組むため「環境配慮管理規程」を制定するとともに、安全担当理事を委員長とす

る「環境委員会」を設置している。理事長が毎年度、環境基本方針を定め、これに基づく

環境目標と年度計画を立てて、各拠点の担当者からなる「環境配慮活動に係る担当課長会

議」等を活用して計画的な環境配慮活動に取り組んでいる。また省エネルギーや温暖化対

策等に関する事項については、各拠点のエネルギー管理員等から構成する「省エネ法・温

対法対応専門部会」にて専門的に取りまとめている。 

環境報告書については、その作成を環境配慮活動の一環と位置付け、「環境配慮活動に係

る担当課長会議」及び機構本部の関係各部の代表者で構成する「環境報告書作成プロジェ

クトチーム」で原稿案を作成・検討し、「環境委員会」で総合的にチェックする体制とし、

原子力機構を挙げて環境報告書を作成している。 

2011 年度においては、2010 年度の環境配慮活動に関する「環境報告書 2011」を作成し、

2011 年 9 月に公表した。 

「環境報告ガイドライン（2007 年版）」（2007 年 6 月、環境省）によると、環境報告書に

おける環境報告の原則として、信頼できる情報を提供するために検証可能性を確保しなけ

ればならないこと、即ち、第一に環境報告として記載された情報のそれぞれについて、算

定方法や集計範囲等が明記されており、検証可能な形で表示されていること、第二には、

環境報告として記載された情報のそれぞれについて、根拠資料が存在するとともに、その

集計システム等が構築されており、情報の信頼性を第三者が確認する手段があることが求

められている。 

この要求を満たすため、また、原子力機構における環境配慮活動の取組を推進する一助

とするため、「環境報告書 2011」の環境報告に関して記載するともに、「環境報告書 2011」

に掲載したデータの根拠となる詳細データを付録として取りまとめた。 

 

2. 省エネルギーへの取組 

 

地球環境を守っていくためには、限りある資源を有効に活用する必要がある。原子力機

構ではエネルギーの使用量を正確に把握するとともに、省エネルギーに取り組んでる。 

 

2.  1 エネルギー投入量 

図 1 に総エネルギー投入量の種類別割合を、図 2 に電気使用量を、図 3 に化石燃料

使用量を示す。 

原子力機構の研究開発及び事業活動における総エネルギー投入量は約 6,900 TJ（テ
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ラ・ジュール）（前年度：約 6,700 TJ）であった。 

電気使用量は全体で約 640 GWh（ギガ・ワット・アワー）（前年度：約 620 GWh）で

あり、前年度より 3.3 ％増であった。この電気使用量は約 6,200 TJ（前年度：約 6,000 

TJ）に相当し、総エネルギー投入量の約 90 ％を占めた。 

化石燃料の燃焼に伴うエネルギー量は全体の約 9.8 %に当たる約 670 TJ（前年度：

約 690 TJ）で前年度に比べ約 3.0 ％の削減になっている。これはボイラー等の外気温

度変化に合わせた冷暖房運転や夜間停止、重油から LNG への変更、施設の稼動状況等

によるものである。 

電気使用量は大型施設の運転開始により 2010 年度においては前年度より増加したが、

エネルギー消費原単位は前年度比で 1.3 ％の削減となった。 

 

2. 2 エネルギー削減への取組 

原子力機構は、環境に配慮した省エネルギー活動を推進している。また、全拠点等

の半数に当たる 9拠点（原科研、サイクル研、大洗、那珂、高崎、もんじゅ、ふげん、

関西研木津、人形）が「エネルギーの使用の合理化に関する法律」（以下、「省エネ法」

という。）に基づくエネルギー管理指定工場に該当する。これらの拠点においては、省

エネ法に基づき策定した中長期計画に沿って、またその他の拠点や事務所においても

独自の計画に沿って、省エネルギーに取り組んでいる。具体的な活動を以下に示す。 

 

・設備の計画的運転 

・空調・照明機器の省エネ運転 

・施設給排気設備の計画停止 

・省エネ型設備への交換 

・省エネパトロールの実施 

・エコドライブ、アイドリングストップの推進 

・低排出ガス車（省燃費）の導入 

・クールビズ、ウォームビズの推進 

・冷暖房温度の適正化 

・休憩時の消灯 

・機構内外灯の消灯 

 

 

2. 3 温室効果ガス排出量 

図 4 に総温室効果ガス排出量の種類別割合を、図 5 に電気の使用による二酸化炭素

排出量を、図 6に化石燃料の使用による二酸化炭素排出量を示す。 

原子力機構は、「地球温暖化対策の推進に関する法律」（「温対法」）に基づき特

定排出者として温室効果ガス排出量・算定マニュアルに沿って温室効果ガス（二酸化

炭素、メタン、一酸化二窒素、代替フロン等3ガスをいう。）の排出量を算定し、国に

報告している。 

原子力機構の総温室効果ガスの排出量は、CO2 換算で約33 万t-CO2（前年度：約43 万

t-CO2 ）で、前年度に比べ約22 ％減少した。 
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総温室効果ガス排出量の約89 ％は、電気の使用及び化石燃料の燃焼によるエネルギ

ー起源二酸化炭素排出量で、約30 万t-CO2（前年度：約33 万t-CO2 ）となっている。こ

のうち、電気の使用による排出量は約25 万t-CO2（前年度：約28 万t-CO2 ）であった。

これは電気事業者の二酸化炭素排出係数の減少によるものである。化石燃料の燃焼に

よる排出量は、約4.5 万t-CO2（前年度：約4.8 万t-CO2 ）で、前年度に比べ約5.5 ％減

少した。 

総温室効果ガス排出量の約11％は、代替フロン等3ガス（「HFC：ハイドロフルオロ

カーボン、PFC：パーフルオロカーボン、SF6：六ふっ化硫黄」のことをいい、それぞれ

の種類ごとにCO2 を1とした場合の温暖化係数が決められている。）によるもので、約

3.7 万t-CO2（前年度：約9.9 万t-CO2 ）となっており、前年度に比べ約62 ％減少した。

排出量のほとんどが加速器の電気絶縁等に使用しているSF6 の漏えいによるもので、弁

の補修により漏えい量が減少した。今後ともガス配管等からの洩れの有無を検知器に

より監視するなどにより排出量を低減していく。 

なお、調整後温室効果ガス排出量は約 29 万 t-CO2（前年度：38 万 t-CO2 ）であった。

電気事業者の調整後排出係数（電気事業者の調整後排出係数＝（電気事業者の実排出

係数－京都メカニズムクレジット等）÷販売電力量）が実排出係数より小さかった分、

実排出量 33 万 t-CO2 より少なくなった。 

 

2. 4 輸送に係る環境負荷の状況 

省エネ法に基づき、2010 年度における荷主としての輸送量（トンキロ）（輸送物の

重量「トン」と移動距離「キロメートル」の積）を集計した。 

その結果、放射性物質、産業廃棄物の運搬等で約 140 万トンキロ（前年度：約 150

万トンキロ）の輸送量であり、特定荷主となる年間輸送量 3,000 万トンキロに対して

約 4.7 ％であった。 

今後とも、輸送に係るエネルギーの使用の合理化を図るためにも、定期的な輸送量

の把握に努めていく。 

 

3. 投入資源 

 

研究開発や施設の運転に際しては、紙などの資源を使用することになるが、資源投入量

をできるだけ抑制しつつ、省資源に取り組んでいる。商品やサービスを購入する際に、環

境への負荷ができるだけ小さいものを優先的に購入する「グリーン購入」と、環境に配慮

した資材・機器類を優先的に調達する「グリーン調達」を進めている。また、契約に際し、

価格だけではなく環境への負荷を考慮した総合評価により契約先を決定する「グリーン契

約」についても実施している。 
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3. 1 コピー用紙 

図 7にコピー用紙使用量を示す。 

コピー用紙の使用量は、約 250 t［A4 用紙相当 約 6,100 万枚］（前年度：共に同

値）であった。原子力機構では用紙の両面コピー、裏紙利用、古紙利用、電子決裁シ

ステム及び電子メールの活用等を推進し、コピー用紙使用量の削減に努力している。 

なお、2006 年度のコピー用紙の使用量 290 t と比較すると、CO2 換算で 53 t の CO2

削減（算出根拠：日本製紙連合会発表資料 2011 年 3 月 18 日「紙・板紙のライフサイ

クルにおける CO2 排出量」）したことになる。今後も紙資源の削減に努力していく。 

 

3. 2 グリーン契約 

「国等における温室効果ガス等の排出の削減に配慮した契約の推進に関する法律」

（以下、「環境配慮契約法」又は「グリーン契約法」という。）は、契約を結ぶ際に、

価格に加えて環境性能を含めて総合的に評価し、最も優れた製品やサービス等を提供

する者と契約する仕組みを作ることで、環境保全の努力が経済的にも報われる、新し

い経済社会の構築を目指すものである。原子力機構では、温室効果ガス等の排出の削

減に配慮した契約の推進を図るために必要な措置を講ずるよう努め、2007 年度は、電

力入札における省 CO２ 化の要素を考慮した方式の検討を行い、2008 年度からその方式

を取り入れた入札を実施する等、環境配慮契約法に基づく取組を進めている。 

 

3. 3 グリーン購入 

表 1に主要物品のグリーン購入実績を示す。 

原子力機構は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（「グリーン購

入法」）第 7条第 1項の規定に基づき、環境物品等の調達の推進を図るための方針を策

定し、可能な限り環境への負荷の少ない物品等の調達に努めている。2010 年度は、主

要物品について目標達成のための意識の改善に継続して努め、機能、性能上の必要性

から指定製品である必要があった物以外は 100 ％の購入率を達成した。 

 

3. 4 グリーン調達 

表 2に主なグリーン調達の実績を示す。 

原子力機構は、工事に際して建設資材のグリーン調達（市場に供給される製品・サ

ービスの中から環境への負荷が少ないものを優先的に調達すること。）を進めている。

また、排出ガス対策型建設機械、低騒音型建設機械の使用、低品質土有効利用工法の

採用など、前年度に引き続き環境配慮に努めている。排出ガス対策型建設機械、下塗

用塗料（重防食）等、いくつかの品目については調達率を 100 ％にするなど、大幅な

改善を達成できた。 



JAEA-Review 2011-051 

- 5 - 

4. 大気汚染防止 

 

研究開発や施設の運転に伴い排出される大気汚染物質についても法令や条例を遵守し、

規制値を超える放出がないように定期的な測定を行って確認するなど、適切に管理してい

る。 

 

4. 1 大気汚染物質の定期的な測定 

表 3に大気汚染物質の測定結果を示す。 

原子力機構では、ボイラーや一般廃棄物処理施設（焼却施設）等を有しており、こ

れらの運転に伴い発生する排気ガスについて大気汚染防止法、県の公害防止条例等に

基づいて 10 拠点、合計 43 台（2010 年度に青森（六ヶ所）の施設に新たに 3 台増加）

の設備を対象に、定期的な測定を行っている。測定結果はすべて規制値以下であった。 

 

4. 2 廃棄物焼却量の減量とダイオキシン類の定期的な測定 

表 4にダイオキシン類の測定結果を示す。 

4拠点の一般廃棄物処理施設においては紙、雑芥等を焼却し、総焼却量は約150 t（前

年度：約200 t ）で前年度比約28 ％減となっている。原科研の焼却施設はサイクル研

の施設と統合して2010年2月に廃止した。今後も廃棄物の適正分別や古紙回収を推進し、

一般廃棄物処理施設での焼却量の減量等に取り組んでいく。 

ダイオキシン類対策特別措置法に基づくこれら施設のダイオキシン類の排出結果は

すべて法令の規制濃度以下であった。 

 

5. 水資源と排水の管理 

 

原子炉をはじめとする研究開発施設・機器の冷却水、従業員等の飲料、トイレ等の生活

用水に水資源を使用している。一方、排水に関しては、水質汚濁物質の排出を適切に把握・

管理している。 

 

5. 1 水資源投入 

図 8に水資源投入量の種類別割合を示す。 

上水道、工業用水、地下水・井戸水及び河川水・湖沼水に関する水資源の総投入量

は約 220 万ｍ３（前年度：約 190 万ｍ３ ）で、工業用水、河川水、地下水等を原水と

して取り入れ、各拠点内の処理施設で浄化処理などをして利用している。水資源投入
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量が前年度に比べ増加した理由は、主に原科研での研究炉及び J－PARC の運転の増加

による冷却水、希釈水の増加のためである。 

上水道、工業用水として地元自治体等から購入している量は、水資源投入量全体の

約 73％（前年度：約 68 ％）に相当する約 160 万ｍ３（前年度：約 130 万ｍ３ ）とな

っている。 

各拠点等では節水コマの取り付けや、止水栓を絞るなど水が出過ぎないようにする

こと、漏水箇所の早期発見、補修を行うことなどで節水に努めている。 

なお、2010 年度の水資源投入量約 220 万ｍ３ から、新たな施設・設備の運転・操業

に伴う増加分を除いた水の使用量は約 190 万ｍ３ であり、前年度に比べて約 0.3 ％増

加した。 

 

5. 2 排水 

図 9に排水量の種類別割合を示す。 

主要な排水としては、管理区域（放射線あるいは放射性物質による被ばくから人を

防護するために放射線管理下におかれ、立入りが制限される区域）及び非管理区域に

おける研究開発で使用後の排水を、機構内の処理施設で中和処理などをして公共用水

域へ排出するか、市町村で処理する下水道に放流している。 

原子力機構における総排水量は約 510 万ｍ３（前年度：約 370 万ｍ３ ）で、これに

は雨水及び湧水も含まれる。総排水量の内訳は公共用水域へ約 500 万ｍ３ 、下水道へ

約 4.2 万ｍ３（前年度：約 4.4 万ｍ３ ）であった。 

公共用水域への排出のうち、約 96 ％は非管理区域からの排水で、管理区域からの排

水は約 3.0 ％、下水道へは約 1.0 ％である。管理区域からの排水は、放射性物質濃度

が基準値以下であることを確認してから排水している。 

 

5. 3 水質汚濁物質の排出の管理 

研究開発や施設の運転に伴う排水は、水質汚濁防止法、鉱山保安法、瀬戸内海環境

保全特別措置法等のほか、県条例等に基づいて、該当する水質測定を定期的なサンプ

リングにより実施し、規制基準を遵守するよう管理している。 

カドミウムやシアン化合物等の健康項目となる物質や、水素イオン濃度や化学的酸

素要求量（COD）等の生活環境項目のどちらも、測定結果はすべて規制値以下であるこ

とを確認している。 

 

6. 化学物質等の管理 

 

研究開発や施設の運転に伴い、様々な化学物質等を使用している。環境リスクの低減を図る

ために、法規制対象化学物質及びPCB廃棄物について、適正な保管等を行っている。 
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6. 1 PRTR 法対象化学物質の管理 

原子力機構では、「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進

に関する法律」（以下、「PRTR 法」という。）に基づき、対象化学物質の環境への排

出量の削減に努めるとともに、排出・移動量を把握し、安全かつ適正に管理している。 

表 5に PRTR 法対象化学物質の排出･移動量を示す。 

対象化学物質の管理方法としては、機構内 LAN を利用した化学物質の管理システム

（PRTR システム）等を使用して、対象化学物質の購入・使用・貯蔵等の際の排出・移

動量を把握して、届出を行っている。 

PRTR 法に基づく 2010 年度の届出対象拠点としては、第 1種指定化学物質の年間取扱

量 1,000 kg 以上の拠点、鉱山保安法の対象施設及びダイオキシン類対策特別措置法の

特定施設を有する 7拠点で、表に示す対象化学物質について届出を行っている。 

2009 年度と比較した場合、原科研と大洗における水銀及びその化合物の取り扱いが

なくなった。 

今後も化学物質による環境への負荷低減に努力していく。 

 

6. 2 PCB 廃棄物 

表 6に PCB 廃棄物保管量を示す。 

「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」（「PCB特別

措置法」）に基づき、PCB廃棄物の量の把握と適正な保管管理を行っている。 

2010年度末における原子力機構全体のPCB廃棄物の保管量は、トランス、コンデンサ

等で約6,500台（前年度：約6,500台）となっている。2010年度には23台の高濃度機器

を国が指定した専門業者に委託して処分した。保管しているものはPCBの漏洩防止処置

等を施した保管場所において適正に管理している。 

今後も計画的に PCB 機器等の処理・処分を進めていく予定である。 

 

6. 3 吹き付けアスベスト等の使用状況と調査結果 

図 10 に吹き付けアスベスト等の飛散防止状況を示す。 

労働安全衛生法施行令（2006 年 9 月）に基づき、アスベスト含有率 0.1 ％以上の吹

き付けアスベスト等（吹き付けアスベスト、吹き付けロックウール、吹き付けひる石

等）使用実態調査は 2009 年 3 月末で終了しており、現在、調査結果に基づき、運営面

にできるだけ支障をきたさないよう考慮して、計画的に除去を行う等の努力をしてい

る。 

2011 年 3 月 31 日時点で「アスベスト等がある」に区分されるのは、5拠点（原科研、

サイクル研、大洗、高崎、敦賀）で約 12,000 ｍ２ である。 

このうち、「措置状態にある」に区分されるのは 5拠点で約 7,000 ｍ２、「措置状態

でない」に区分されるのは、1拠点で 5,000 ｍ２である。 
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なお、「措置状態でない」に区分されるのはすべて「損傷、劣化等による石綿等の

粉じんの飛散により、ばく露のおそれのないもの」に該当しており、適切に維持管理

を行っている。 

今般、東日本大震災により被災した大洗・南地区構内食堂棟（以下、「南食堂」と

いう。）の屋根下材から基準値を超えるアスベスト（クリソタイル、クロシドライト）

が 2011 年 6 月 16 日に検出された。原子力機構は、直ちにばく露防止のため、アスベ

ストの飛散防止策及び南食堂への立入を禁止する措置を行った。なお、今回発見され

たアスベストは 2012 年 3 月を目途に除去する。 

また、南食堂は 2005 年度に実施した「吹き付けアスベスト等の使用実態調査」で吹

き付けアスベスト等がないとしたものであることから、他に吹き付けアスベスト等が

使用されている建築物がないか再調査を行っている。 

 

7. 一般・産業廃棄物（放射性廃棄物以外）の削減とリサイクルの推進 

 

研究開発及び施設運転等に伴って発生する一般・産業廃棄物については、3R（リデュー

ス、リユース、リサイクル）の推進に努めている。 

 

7. 1 取組状況 

表 7に廃棄物の種類別発生量・再生資源量を示す。 

2000 年 6 月に「循環型社会形成推進基本法」が施行され、廃棄物の発生抑制、資源

の循環的な利用、適切な処分、天然資源の消費抑制等、環境への負荷低減が重要とな

っている。 

2010 年度の一般廃棄物、産業廃棄物の総発生量は約 1,100 t（前年度：約 1,300 t ）

であった。 

廃棄物の低減について、分別回収の取組が進み、10 拠点で有価物約 1,600 t（金属

類約 1,300 t 、古紙約 260 t ）（前年度：約 1,700 t（金属類約 1,400 t 、古紙約 260t ））

を回収できた。 

廃棄物自体についても、分別回収により約 370 t（前年度：約 390 t ）を再生利用

できた。 

主な再生利用量としては、一般廃棄物で約 350 t（前年度：約 360 t ）で、古紙（コ

ピー用紙、雑誌類、段ボール紙等）、金属類、プラスチック類などがあった。産業廃

棄物で約 24 t（前年度：約 35 t ）で、これは主に金属類であった。 
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7. 2 一般廃棄物の管理 

図 11 に廃棄物の種類別割合を示す。 

一般廃棄物（非放射性廃棄物のうち産業廃棄物を除く廃棄物で、紙、生ゴミ等、家

庭・オフィスから出る廃棄物と同等のもの）は、各市町村の清掃センターや業者へ処

理を委託するとともに、一部拠点では焼却処理を行い、廃棄物の減量化に取り組んで

いる。 

その結果、一般廃棄物は約 500 t（全廃棄物量の約 46 ％）（前年度：約 640 t ）、

特別管理一般廃棄物（一般廃棄物のうち、爆発性、毒性、感染性、その他の人の健康

又は生活環境に係る被害を生ずるおそれがある性状を有するもの）は約 0 t（前年度：

約 6.3 t ）であった。 

一般廃棄物の再利用については、11 拠点で推進した。その結果、古紙約 140 t（前

年度：約 140 t ）、金属類約 0.50 t（前年度：約 0.49 t ）、その他約 210 t（前年

度：約 220 t ）の計約 350 t（前年度：360 t ）を回収することができた。 

今後とも、各拠点において、一般廃棄物の発生抑制とリサイクルを推進していく。 

 

7. 3 産業廃棄物の管理 

図 12 に産業廃棄物の内訳を示す。 

産業廃棄物（廃棄物の処理及び清掃に関する法律で定められた、研究開発活動に伴

い発生する廃棄物）は委託処理をしており、委託業者の許可証の確認、産業廃棄物管

理票（マニフェスト）による適正処理の確認等を行っている。 

その結果、産業廃棄物は約 590 t（全廃棄物量の約 53 ％）（前年度：約 640 t ）、特

別管理産業廃棄物（産業廃棄物のうち、爆発性、毒性、感染性、その他の人の健康又

は生活環境に係る被害を生ずるおそれがある性状を有するもの）は約 14 t（全廃棄物

量の約 1.3 ％）（前年度：約 35 t ）であり、金属等の再生資源量として約 24 t（前年

度：約 35 t ）を回収した。 

なお、2010 年度には産業廃棄物管理票（マニフェスト）を 572 枚（前年度：621 枚）

発行した。これらは、発行後期限内に回収できるように管理している。 

今後とも、廃棄物の最終処分埋立量、再資源化量の把握に努め、パフォーマンスの

向上を図っていく。 

 

7. 4 建設資材のリサイクル 

図 13 に建設資材のリサイクルの種類別割合を示す。 

「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（「建設リサイクル法」）では、特定建

設資材（コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊、建設発生木材）を用いた建築

物等に係る解体工事又はその施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって一定規模
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以上の建設工事について、その受注者等に対し、分別解体等及び再資源化等を行うことを

義務付けている。 

また、発注者には分別解体等の計画等を都道府県知事へ届け出ることを義務付けている。 

発注者である原子力機構では、分別解体等及び建設資材廃棄物の再資源化等の促進に努

めている。 

原子力機構における施設の建設・解体・改造に伴う建設リサイクル量は、特定建設資材

であるコンクリート塊が約3,100 t（全量の約43 ％）（前年度：約12,000 t ）、アスファ

ルト・コンクリート塊が約 810 t（全量の約 11 ％）（前年度：約 4,100 t ）、建設発生木

材が約160 t（全量の約2.3 ％）（前年度：約280 t ）、その他が約3,200 t（全量の約44 ％）

（前年度：約2,200 t ）で合計約7,200 t（前年度：約18,000 t ）であった。 

 

8. 放射性廃棄物の管理・埋設処分 

 

原子力の研究開発の特徴として放射性廃棄物（固体、液体、気体）の発生がある。原子力

機構はこれらについても可能な限り発生量を少なくするよう努めている。また、放射性廃棄

物（液体、気体）の放出量については、連続して、又は定期的に測定・監視を行い、法令や

条例を遵守し、適切に管理している。さらに、低レベル放射性廃棄物の埋設処分事業を着実

に進める。 

 

8. 1 放射性廃棄物の管理 

放射性廃棄物については、固体廃棄物、気体廃棄物、液体廃棄物の性状に応じて、

発生量の低減、減量化処理を行っている。 

 

8. 1. 1  放射性固体廃棄物の管理 

原子力の研究開発に伴い発生する放射性固体廃棄物は、可能な限り発生量を少

なくしており、管理区域から発生する放射性固体廃棄物の一部は、焼却施設等で

の減量化、物理的・化学的な安定化のために適切な処置を行った後に、廃棄物貯

蔵庫等に保管・廃棄している。 

原子力機構において 2010 年度に発生した放射性固体廃棄物の発生総量は、200

ドラム缶換算で約 5,800 本（前年度：約 7,400 本）であった。これに対して減容

処理等を実施し、2011年 3月末現在の保管総量は200ドラム缶換算で約35万本（前

年度末：約 35 万本）である。 
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8. 1. 2  放射性気体廃棄物及び放射性液体廃棄物の管理 

表 8 に再処理施設(サイクル研)から放出された気体中及び排水中の放射性物質

の量を、表 9に再処理施設以外の原子炉等規制法対象施設、RＩ使用施設又は鉱山

施設から放出された気体中及び排水中の放射性物質の量を示す。 

放射性気体廃棄物の大気への放出については、放出基準等を遵守するよう管理

し、その放出量（濃度、量）及び一般公衆の線量評価結果を関係行政機関等に報

告している。 

放射性気体廃棄物の放出管理は、青森、原科研、サイクル研、那珂、大洗、も

んじゅ、ふげん、高崎及び人形の各拠点で行い、管理区域から放出される放射性

気体廃棄物の放出量（濃度、量）が法令、保安規定、所在する自治体との安全協

定等に定める値を下回っていることを確認した。ただし、福島第一の事故の発生

以降は事故の影響を受け、放出管理目標値を見かけ上超えているデータもあり、

また、超えていないデータも事故の影響で通常より大きく上がっているものがあ

った。 

放射性液体廃棄物は、放射能濃度とそれぞれの特性に応じ、排水の濃度限度未

満のものは直接、それ以上のものはろ過処理・希釈処理等を行った後、濃度を確

認して排出している。 

放射性液体廃棄物の放出管理は、青森、原科研、サイクル研、那珂、大洗、も

んじゅ、ふげん及び人形の各拠点で行い、放射性液体廃棄物の排出については、

法令、保安規定、所在する地方自治体との安全協定等に定める排出量（濃度、量）

を下回っていることを確認した。 

なお、もんじゅ、ふげん及び再処理施設においては、一般公衆の実効線量につ

いて「発電用軽水型原子炉施設周辺の線量目標値に対する評価指針」等に基づき

評価を行った結果、それぞれ年間 1マイクロシ－ベルト未満であった。 

 

8. 2 放射性廃棄物の埋設処分 

原子力機構は、機構や大学・民間等から発生する低レベル放射性廃棄物（研究施設

等廃棄物）を埋設処分することも業務としている。国の認可を受けた「埋設処分業務

の実施に関する計画」に基づき、2010 年度は、埋設施設の立地基準・手順を検討する

上で客観的な技術的根拠となる概念設計を行い、埋設施設・設備の配置設計を試行す

るなど、国及び関係機関と連携・協力して埋設処分業務を進めた。今後も安全を最優

先に、情報公開等により事業運営の透明性を確保し、皆様から理解と信頼をいただけ

るよう取り組んでいく。 
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8. 3 クリアランス制度の推進について 

原子力機構では、クリアランス制度を活用した資源の有効利用を推進している。クリ

アランス制度とは、原子炉施設などから発生する資材のうち、放射能レベルが極めて低

く、人体への放射線影響が無視できると国(文科省等)が確認したものを有価物として再

利用することで、我が国が目指す資源の有効利用による循環型社会の形成に貢献するこ

とを目的とした制度である。 

現在、原子力機構は、クリアランス制度が導入される以前の 1985 年度～1989 年度に

行われた旧 JRR-3 原子炉施設の改造時に大量に発生し、放射性廃棄物として保管されて

いた約 4,000 t のコンクリートのクリアランスを 2009 年度から進めている。2010 年度

には、コンクリートを対象とした国内初のクリアランス（約 760 t ）を行い、このうち

約 380 t については、破砕による再資源化を完了した。再資源化が完了したものは、原

子力機構内の東北地方太平洋沖地震の復旧工事や施設整備等に順次利用する予定である。 

 

9. その他の環境への配慮 

 

施設の運転に伴う騒音や振動、悪臭についても、法令や条例等に基づいて適切な管理と

測定を行っている。 

 

9. 1 騒音・振動の定期的な測定 

表 10 に騒音測定結果を、表 11 に振動測定結果を示す。 

原子力機構では、施設を運転するために原動機を使用している。その原動機から発

生する騒音について、6拠点について敷地境界において測定した結果は最大値 60 dB で、

すべて騒音規制法や各自治体の県条例の規制基準以下であった。 

また、振動については、3拠点（うち２拠点は自主管理）について敷地境界において

測定した結果、いずれも規制基準以下であった。 

 

9. 2 悪臭の定期的な測定 

表 12 に悪臭測定結果を示す。 

関西研では、悪臭の測定を行い、測定結果はすべて規制基準以下であった。 

 

10. まとめ 

 

2010 年度の環境データを取りまとめた。これらのうち 2010 年度環境目標において、それ
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ぞれ2009年度比で1 ％以上削減という数値目標として取り上げた主要な環境関連データ項

目の① エネルギー消費原単位、② 水の使用量、③ 温室効果ガス排出量に関して、結果は

以下のとおりであった。 

「① エネルギー消費原単位」は 1.3％削減できた。 

「② 水の使用量」については、施設の新増設や新たな運転・操業等に伴う使用量の増加

分を除いて、0.3 ％の増加に抑えることができた。 

「③ 温室効果ガス排出量」は 22％削減できた。 

また、「④ 古紙リサイクルの一層の推進」については、2010 年度の「古紙再生量+古紙有

価物払い出し量」は 2009 年度比で 28%増加した。 

 「⑤ 分別回収の徹底と有価物の回収」については、2010 年度の有価物の払い出し量は

2009 年度比で 2.5%の減少に留まった。 

「⑥ 高濃度 PCB 廃棄物の計画的な処理」については、2010 年度に原科研、サイクル研、

大洗の高濃度 PCB 廃棄物の一部を処理することができた。 

以上より、2010 年度環境目標はほぼ達成することができた。 

 



 

This is a blank page. 



JAEA-Review 2011-051 

- 15 - 

表 1 主要物品のグリーン購入実績（2010 年度） 

分  野 品    名 グリーン購入量 総 購 入 量  購入率(前年度)(%)

コピー用紙 275,806㎏ 275,806 ㎏ 100（100） 

ティッシュペーパー 7,443㎏ 7,443㎏ 100（100） 紙   類 

トイレットペーパー 39,415㎏ 39,415㎏ 100（100） 

ファイル 50,538冊 50,538冊 100（100） 

事務用封筒 132,589枚 132,589枚 100（100） 文 具 類 

ノート 5,502冊 5,502冊 100（100） 

オフィス家具等 いす、机、棚、収納用什器類 586件 590件 99（100） 

コピー機・プリンター（含：レンタル） 372台 378台 98（100） 

電子計算機（含：レンタル） 4,828台 4,920台 98（100） OA機器類 

ディスプレイ（含：レンタル） 616台 616台 100（100） 

照   明 ＬＥＤランプ及びＬＥＤ照明器具 238個 238個 100（100） 

被   服 制服、作業服 1,236着 1,236着 100（100） 

 

 
 
 
表 2 主なグリーン調達の実績（2010 年度） 

品  目  名 特定調達物品等数量 類似品等*数量 特定調達物品等調達率(%)

排出ガス対策型建設機械      35工事      0工事         100 

再生加熱アスファルト混合物      38ｔ      0ｔ         100 

再生骨材等        1,338ｍ3       0ｍ3         100 

生コンクリート       1,206ｍ3       70ｍ3       95 

下塗用塗料（重防食）       315kg       0kg         100 

地盤改良用製鋼スラグ      2,723ｍ2       0ｍ2         100 

フローリング       99ｍ2       0ｍ2         100 

ビニル系床材      827ｍ2       0ｍ2         100 

変圧器       6台       0台         100 

 

＊ 特定調達品目のうち判断の基準を満足しない資機材及び使用目的において当該特定調達品目の代替品となり得

る資機材のこと。 
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表 3 大気汚染物質の測定結果（2010 年度） 

窒素酸化物濃度（ppm） 硫黄酸化物濃度（Nm3/h） ばいじん濃度（g/Nm3） 
拠 点 名 設 備 名 

台数 
（台） 

規制値 実測値 規制値 実測値 規制値 実測値 

幌  延 ボイラー  1 180 42～51   2.4 ＜0.01 0.3 ＜0.01 

青  森 ボイラー  5 180   93   6.89   0.07 0.3 0 

原 科 研 ボイラー  6 130   83  17.62   1.64 0.25 0.01 

サイクル研 
ボイラー 
一般廃棄物処理施設 

 5 150 60～78  5.2 0.070～0.23 0.25 <0.01～0.02

大  洗 ボイラー  13 180   130   4.57   0.12 0.3 0.009 

那  珂 ボイラー  3 180   100  18   0.3 0.3 0.01 

高  崎 ボイラー  3 180   88   4.66   0.63 0.3 0.005 

も ん じ ゅ ボイラー  2 150 64～91 18.5～20.0 ＜0.050～＜0.062 0.25 0.0020～0.0036

ふ げ ん ボイラー  2 250   110   3.8 ＜0.004 0.3 0.0004 

人  形 ボイラー  3 180   110   4.6   0.55 0.3 0.04 

 

注１） 各拠点における上記以外の測定項目についてもすべて規制値以下であった。 

注２） 測定結果について：実測値の規制値に対する割合が最も大きかった設備の規制値、実測値を記載している。なお、設備ごと

に規制が異なる。 

注３） 規制値について：大気汚染防止法による規制値及び県指導値が含まれている。 

 

 

 

表 4 ダイオキシン類の測定結果（2010 年度） 

大気（ng-TEQ*/Nm3） 水域（pg-TEQ*/ℓ） 
拠 点 名 設 備 名 等 主 な焼 却 物  

焼却量等
（ｔ） 

規制値 実測値 規制値 実測値 

一般廃棄物処理施設（焼却炉） 紙くず、雑芥 79    5 0.16 － － 

 一般廃棄物処理施設（溶融炉） 焼却灰  0    5 － － － サイクル研 

産業廃棄物焼却施設（焼却炉） 紙・布・木材・ゴム・廃プラ等 0    10 － 10 － 

大 洗 一般廃棄物処理施設（焼却炉） 紙・布・木材・プラスチック等 0.6    10 0.23 － － 

那 珂 一般廃棄物処理施設（焼却炉） 紙くず、雑芥 22    5 0.011 － － 

も ん じ ゅ 一般廃棄物処理施設（焼却炉） 紙くず、雑芥 46    10 0.71 － － 

合 計 － － 150    － － － － 

 

＊ TEQ : 毒性等量のことで、ダイオキシン類は異性体ごとに毒性が異なるので、異性体のなかで最も毒性の強い2,3,7,8-TCDDの

毒性を 1 として換算するのが一般的であり、その毒性換算後の値をいう。 
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表 5 PRTR 法対象化学物質の排出・移動量（2010 年度） 

排   出   量 移  動  量 
拠 点 名 物 質 名  

取扱量 
[kg] 大  気 公共用水域 

その他事業所外へ

の移動 

ｻｲｸﾙ研 ダイオキシン類*1 － 0.21mg－TEQ － － 

大 洗 ダイオキシン類*1 － 0.0037mg－TEQ － － 

那 珂 ダイオキシン類*1 － 0.0027mg－TEQ － 0.21mg－TEQ 

亜鉛の水溶液化合物*2 － － 0.30kg － 

ふっ化水素及びその水溶性塩*2 － － 60kg － 東  濃 

マンガン及びその化合物*2 － － 0.28kg － 

もんじゅ ダイオキシン類*1 － 0.21mg－TEQ － 0.027mg－TEQ 

ふげん キシレン*3 2,700 － － － 

ふっ化水素及びその水溶性塩*2 － － 5.2kg － 
人  形 

マンガン及びその化合物*2 － － 64kg － 

 

＊1 ： ダイオキシン類対策特別措置法上の特定施設の場合 

＊2 ： 鉱山保安法の対象施設の場合 

＊3 ： 第 1 種指定化学物質の年間取扱量 1,000kg 以上の場合 

 
 
 

表6 PCB廃棄物保管量（2011年3月末） 
 

拠 点 名 トランス コンデンサ リアクトル 安 定 器 小 合 計 

青 森 － 3（3） － 128（0） 131（3） 

原 科 研 32（0） 401（18） － 2,314（0） 2,747（18） 

サイクル研 14（0） 644（57） － 202（59） 860（116） 

大 洗 61（0） 191（3） － 2,392（0） 2,644（3） 

那 珂 － 13（0） － － 13（0） 

高 崎 2（0） 5（5） 2（2） － 9（7） 

東 濃 1 （1） 3（3） － － 4（4） 

ふ げ ん 1（0） 34（0） － － 35（0） 

関 西 研 3（0） － － 18（0） 21（0） 

人 形 5（3） 2（1） － － 7（4） 

全 体 119（4） 1,296（90） 2（2） 5,054（59） 6,471（155） 

 

注１） 上記以外に、PCB 廃液、PCB 付着物などの保管も行っている。（ ）内は内数として高濃度

PCB の台数を示す。 

注２） 高濃度 PCB とは、1972 年に PCB の製造が中止される以前に、PCB を意図的に絶縁油と

して使用したもので、トランスで PCB 濃度が 50～60％（500,000～600,000mg/kg）、コンデン

サで 100％（1,000,000mg/kg）となっている。 

 

 

単位：台 
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表7 廃棄物の種類別発生量、再生資源量（2010年度） 

廃棄物の種類 発生量 （ｔ）＊1 再生資源量 （ｔ） 

一般廃棄物 
約 500＊2 
（約 640） 

約 350： 古紙、その他 
（約 360） 

特別管理 
一般廃棄物 

約 0 
（約 6.3） 

－ 

産業廃棄物 
約 590 

（約 640） 
約 24： 金属等 

（約 35） 

特別管理 
産業廃棄物 

約 14 
（約 35） 

－ 

合 計 
約 1,100 

（約 1,300） 
約 370 

（約 390） 

 

＊1 表中の（ ）内は前年度の実績を示す。 

＊2 一部、各市町村の清掃センターへの払い出し量は除く。 

 

 

 

 

表8 再処理施設（サイクル研）から放出された気体中及び排水中の放射性物質の量（2010年度） 
 

放射性気体廃棄物（GBq／年） 放射性液体廃棄物（GBq／年） 

放射性物質 
の種類 

放出基準*1 放出量 
放出基準に
対する比率

（％） 

放射性物質 
の種類 

放出基準*2 放出量 
放出基準に
対する比率

（％） 

クリプトン-85 
（85Kr） 

8.9×107 1.8×101 ～0 
トリチウム 

（3H） 
1.9×106 2.0×102 0.011 

トリチウム 
（3H） 

5.6×105 6.0×102 0.11 
ヨウ素-129 

（129I） 
2.7×101 ND *3 ～0 

炭素-14 
（14C） 

5.1×103 ND *3 ～0 
プルトニウム

［Pu（α）］ 
2.3×100 ND *3 ～0 

ヨウ素-129 
（129I） 

1.7×100 6.6×10－3 0.39     

 

＊1 放出基準は保安規定及び「原子力施設周辺の安全確保及び環境保全に関する協定書」（茨城県原子力安全協定）

で定められている。 

＊2 保安規定に基づく年間の最大放出量を示す。 

＊3 ND は、対象核種が検出されなかったことを示す。 
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表 9 再処理施設以外の原子炉等規制法対象施設、RI 使用施設又は鉱山施設から放出された気体中 

及び排水中の放射性物質の量（2010 年度） 

放射性気体廃棄物(GBq／年) 放射性液体廃棄物(GBq／年) 

拠 点 名 
トリチウム(3H) 放射性希ガス ヨウ素(131I) 

放出基準に対する
最大比率(％)＊1 

トリチウム(3H) 
放出基準に対する

比率(％) 

青   森 1.7×10－2 － － － － － 

原 科 研 1.3×102 1.3×103  1.5×10－4 1.0 2.7×102 1.1 

サイクル研 ND *2 7.3×101 1.6×10－1 *3 12 ND *2 ～0 

大   洗 4.4×100 8.8×101  1.2×100 1600 *4 8.3×101 2.2 

も ん じ ゅ 1.1×100 ND *2 9.8×10－5 *5 0.065 1.5×10－1 0.0016 

ふ げ ん 1.1×102 ND *2 ND *2 1.5 8.7×102 10 

 

注１） 各拠点の施設では上記以外の放射性物質の測定も行っているが、法令、保安規定、安全協定等に定める値を下回って

いた。 

注２） 那珂及び人形における気体中及び排水中の放射性物質の濃度及び量の測定結果は、法令、保安規定、安全協定等に

定める値を下回っていた。また、高崎における気体中の放射性物質の濃度は検出限界未満であった。 

＊1 放出基準に対する最大比率とは、拠点の施設及び測定核種ごとのうち、放出量基準値に対する割合の最大値を示

す。 

＊2 ND は、対象核種が検出されなかったことを示す。 

＊3 福島第一事故の放射性物質放出の影響によるものである。 

＊4 福島第一事故でヨウ素等が大気中に放出された影響により、131I が放出基準を大きく上回ったデータになっている。 

＊5 もんじゅは原子炉を停止して設備点検を行っており、燃料貯蔵プールにおける放射能測定値に変動はなく、ヨウ素が

放出されるような操作を行っていないことから、今回確認された 131I の検出は、もんじゅに起因したものではない。 

 

 

 

表 10 騒音測定結果（2010 年度） 

拠 点 名 
特定施設＊1 又は 
特定建設作業 

測定時間帯 規制基準
実測値 

（敷地境界線
の最大値）

規制区域 法 令 根 拠 等 

那   珂 朝～昼 65 54 第５種区域 茨城県生活環境の保全に関する条例 

Ｎ Ｅ Ａ Ｔ  朝～夜間 65 56 第３種区域 茨城県生活環境の保全に関する条例 

も ん じ ゅ 朝～夜間 55～60 *2 51～53 *3 その他の区域 福井県公害防止条例 

ふ げ ん 朝～夜間 55～60 *2 54～58 *3 その他の区域 福井県公害防止条例 

関 西 研 

空気圧縮機 
及び送風機 

朝～夜間 55～65 *2 41～53 *3 第３種区域
京都府木津川市との環境保全協定 
（「京都府環境を守り育てる条例」を根拠に締結）

東   濃 
コンクリートプラント  
を設けて行う作業 

朝 8:00～翌朝 8:00 85 60 第２種区域 岐阜県公害防止条例 

 

＊1 騒音規制法施行令第1条（特定施設）により、空気圧縮機及び送風機（原動機の定格出力が7.5kW以上のもの）が該当

する。 

＊2 朝・昼・夕方・夜間によって規制基準がそれぞれ異なる。 

＊3 もんじゅ、ふげん、関西研では朝・昼・夕方・夜間の 4 つの時間帯で測定している。 

 

 

 

単位： dB 
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表 11 振動測定結果（2010 年度） 

 
拠 点 名 特定施設*1 測定時間帯 規制基準*2

実測値 
（敷地境界線
の最大値） 

規制区域 法 令 根 拠 等 

も ん じ ゅ 昼間、夜間 60～65 *3 ＜30 規制対象外 福井県公害防止条例 

関 西 研 

空気圧縮機
及び送風機 

昼間、夜間 60～65 ＜30 第２種区域
京都府木津川市との環境保全協定 
（「京都府環境を守り育てる条例」を根拠に締結）

東   濃 該当なし 昼間、夜間 45～75 *3 30 規制対象外 振動規制法、岐阜県公害防止条例 

 

＊1 振動規制法施行令第 1 条（特定施設）により、圧縮機（原動機の定格出力が 7.5kW 以上のもの）が該当する。 

＊2 昼間、夜間で規制基準がそれぞれ異なる。 

＊3 もんじゅは規制対象外であるが、第 2 種区域の値を自主的管理基準としている。 

＊4 東濃は研究坑道掘削工事について、規制対象外であるが、自主的に管理目標を設定している。 

 

 

 

 

表 12 悪臭測定結果（2010 年度） 

拠 点 名 測定種類 計量・分析項目 規制基準 実測値 法令根拠等 

トルエン 10ppm ＜1ppm 
特定悪臭物質

キシレン 1ppm ＜0.1ppm 

臭気濃度＊ 10 ＜10 
関 西 研 

嗅覚 
臭気指数＊ 10 ＜10 

京都府木津川市との環境保全協定

 

＊ 臭気指数とは、人間の嗅覚を用いて悪臭の程度を数値化したものである。具体的には、試料を臭気が感じられなく

なるまで無臭空気で希釈したときの希釈倍率（臭気濃度）の対数値に 10 を乗じた値である。 

 

 

単位： dB 
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図 1 総エネルギー投入量の種類別割合 

（2010 年度） 

図 2 電気使用量    

図 3 化石燃料使用量 図 4 総温室効果ガス排出量の種類別割合 

（2010 年度） 

図 5 電気の使用による二酸化炭素排出量 図 6 化石燃料の使用による二酸化炭素排出量 
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図 7 コピー用紙使用量 図 8 水資源投入量の種類別割合 

（2010 年度） 

図 9 排水量の種類別割合（2010 年度） 図 10 吹き付けアスベスト等の飛散防止状況

（2011 年 8 月末） 

図 11 廃棄物の種類別割合（2010 年度） 
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(単位：ｔ)

 図 12 産業廃棄物の内訳（2010 年度） 

図 13 建設資材のリサイクルの 

種類別割合（2010 年度） 
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付録 A． 

 
 
 
 
 

「環境報告書 2011」 

環境配慮活動の取組に関する詳細データ 
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注記） 

 表中の数値は四捨五入による端数処理をして表記した。そのため、個々の数値を合算し
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K
H

K
(高

圧
ガ

ス
保

安
協

会
)

2
5
1

大
洗

11
.核

燃
料

、
34

.エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

、
  

 研
究

開
発

J
A

C
O

(日
本

環
境

認
証

機
構

)

高
崎

大
型

照
射

施
設

や
各

種
加

速
器

に
よ

る
放

射
線

等
を

利
用

し
た

環
境

保
全

技
術

、
バ

イ
オ

技
術

、
極

限
材

料
・機

能
材

料
の

研
究

開
発

34
.エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
、

  
  

研
究

開
発

J
A

C
O

(日
本

環
境

認
証

機
構

)

サ
イ

ク
ル

研

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

燃
料

の
開

発
、

使
用

済
燃

料
の

再
処

理
技

術
の

開
発

、
高

速
炉

リ
サ

イ
ク

ル
技

術
の

開
発

、
放

射
性

廃
棄

物
の

処
理

・
処

分
技

術
の

開
発

な
ど

核
燃

料
サ

イ
ク

ル
全

般
に

わ
た

る
技

術
開

発

11
.核

燃
料

1
,3

0
0

2
,5

0
0

高
速

増
殖
炉

及
び
関

連
す
る
核

燃
料

サ
イ
ク
ル
技

術
の
研

究
開

発

高
速
増

殖
炉
サ
イ
ク
ル
、
高
温

ガ
ス
炉

及
び
軽

水
炉

の
高

度
化

の
研

究
開

発

認
証

取
得

日
及

び
更

新
日

東
濃

26
5

1
4
2

34
.エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
、

  
  

研
究

開
発

J
IC

Q
A

（
日

本
検

査
キ

ュ
ー

エ
イ

株
式

会
社

）

11
.核

燃
料

、
34

.エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

、
  

  
研

究
開

発
J
A

C
O

(日
本

環
境

認
証

機
構

)

「
自

己
適

合
宣

言
書

」
を

更
新

2
00

6年
12

月
26

日
更

新

2
00

9年
12

月
22

日

ふ
げ

ん
新

型
転

換
炉

の
廃

止
措

置
に

係
る

技
術

開
発

- -

32
1

ウ
ラ

ン
の

製
錬

、
転

換
、

濃
縮

の
技

術
開

発
、

施
設

・設
備

の
解

体
、

除
染

、
減

容
化

技
術

開
発

及
び

ウ
ラ

ン
探

鉱
、

採
鉱

関
連

施
設

の
維

持

2.
鉱

業
11

.核
燃

料
34

.エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

、
  

  
研

究
開

発
判

定
結

果
「合

格
」

IS
O

14
0
01

：
20

04
更

新
2
00

6年
2月

10
日

更
新

2
00

5
第

2
回

更
新

審
査

J
A

C
O

(日
本

環
境

認
証

機
構

)

人
形

ウ
ラ

ン
濃

縮
の

技
術

開
発

、
施

設
・設

備
の

解
体

、
除

染
、

減
容

化
技

術
開

発
及

び
ウ

ラ
ン

探
鉱

、
採

鉱
に

使
用

し
て

き
た

関
連

施
設

の
維

持
管

理
2
00

9
年

2
月

9日
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表
A

-
5
　

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

（
E
M

S
)の

構
築

、
運

用
状

況
（
2
0
1
0
年

度
実

績
）

拠
点

名

サ
イ

ク
ル

研

大
洗

高
崎

東
濃

ふ
げ

ん

人
形

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

（
E
M

S
）
の

構
築

、
運

用
状

況
及

び
そ

の
評

価
並

び
に

そ
れ

を
ふ

ま
え

た
今

後
の

方
向

性

　
平

成
2
3
年

1
月

3
1
日

～
2
月

8
日

に
定

期
審

査
を

受
審

し
、

認
証

継
続

は
可

能
で

あ
る

と
判

定
さ

れ
た

。
な

お
、

審
査

終
了

後
の

講
評

に
お

い
て

、
「
E
M

S
」
の

目
標

へ
の

取
り

組
み

に
あ

た
っ

て
は

、
環

境
の

汚
染

予
防

（
有

益
な

環
境

影
響

）
に

貢
献

す
る

活
動

に
繋

げ
ら

れ
る

よ
う

な
目

標
が

望
ま

し
い

旨
、

講
評

を
受

け
た

。
こ

れ
を

受
け

て
、

平
成

2
3
年

度
の

サ
イ

ク
ル

研
の

目
標

リ
ス

ト
に

掲
げ

た
。

　
平

成
2
1
年

2
月

9
日

に
自

己
宣

言
し

、
自

己
宣

言
の

継
続

を
目

的
と

し
た

内
部

監
査

（
組

織
外

部
の

人
に

よ
る

自
己

宣
言

の
確

認
）
を

平
成

2
2
年

1
0
月

1
3
日

～
1
5
日

に
実

施
し

た
。

　
内

部
監

査
の

結
果

、
「
自

己
宣

言
」
へ

の
継

続
が

可
能

で
あ

る
と

の
評

価
が

な
さ

れ
、

内
部

監
査

に
立

ち
会

っ
た

技
術

専
門

家
か

ら
も

「
自

己
宣

言
」
へ

の
継

続
に

つ
い

て
妥

当
で

あ
る

旨
の

意
見

が
表

明
さ

れ
た

。
　

人
形

峠
環

境
技

術
セ

ン
タ

ー
は

、
IS

O
1
4
0
0
1
-
2
0
0
4
規

格
適

合
事

業
所

と
し

て
自

己
宣

言
を

継
続

し
、

今
後

と
も

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

活
動

を
積

極
的

に
推

進
し

、
継

続
的

な
環

境
改

善
に

努
力

す
る

。
　

所
長

に
よ

る
定

期
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
レ

ビ
ュ

ー
は

平
成

2
3
年

3
月

1
日

に
実

施
さ

れ
た

。

　
平

成
2
1
年

度
の

定
期

審
査

及
び

内
部

監
査

の
結

果
を

踏
ま

え
IS

O
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
の

改
訂

を
行

う
等

に
よ

り
、

平
成

2
2
年

6
月

に
実

施
さ

れ
た

IS
O

1
4
0
0
1
:2

0
0
4
の

定
期

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
審

査
に

お
い

て
シ

ス
テ

ム
の

継
続

的
改

善
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
、

ま
た

、
前

年
度

に
引

き
続

き
「
向

上
」
の

評
価

を
得

た
。

　
今

後
と

も
、

環
境

保
全

･浄
化

と
資

源
の

有
効

利
用

に
貢

献
す

る
研

究
の

推
進

及
び

エ
ネ

ル
ギ

ー
･資

源
の

節
約

等
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

　
平

成
２

２
年

度
の

内
部

監
査

を
平

成
２

３
年

３
月

９
～

１
１

日
及

び
４

月
１

４
～

１
８

日
に

実
施

し
、

概
ね

適
切

に
実

施
・
維

持
さ

れ
定

着
し

て
い

る
こ

と
等

を
確

認
し

た
。

　
大

震
災

を
受

け
、

「
緊

急
事

態
の

準
備

及
び

対
応

」
に

係
る

該
当

部
署

の
地

震
時

の
対

応
を

確
認

し
た

結
果

、
現

在
の

仕
組

み
で

対
応

可
能

で
あ

り
、

手
順

等
の

見
直

し
は

要
し

な
か

っ
た

。
　

内
部

監
査

で
観

察
さ

れ
た

事
項

は
、

所
掌

す
る

部
署

内
で

の
確

認
及

び
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

す
る

仕
組

み
を

改
善

し
た

う
え

で
是

正
し

、
そ

の
結

果
を

確
認

す
る

。
　

今
後

と
も

継
続

的
な

環
境

改
善

に
努

め
る

。

　
環

境
管

理
シ

ス
テ

ム
運

用
開

始
か

ら
9
年

が
経

過
し

シ
ス

テ
ム

改
善

が
さ

ら
に

進
む

と
と

も
に

、
外

・
内

部
監

査
に

よ
っ

て
指

摘
の

あ
っ

た
事

項
に

つ
い

て
は

、
環

境
管

理
シ

ス
テ

ム
運

用
以

外
の

業
務

に
顕

・
潜

在
す

る
リ

ス
ク

の
推

定
に

も
活

か
さ

れ
る

な
ど

、
他

業
務

へ
の

応
用

も
図

ら
れ

て
い

る
。

　
品

質
保

証
（
ル

ー
ル

の
策

定
と

順
守

）
は

全
て

の
業

務
に

共
通

す
る

重
要

事
項

で
あ

り
、

業
務

を
確

度
高

く
進

め
る

う
え

で
有

効
な

手
段

と
な

る
が

、
環

境
管

理
シ

ス
テ

ム
は

そ
の

一
モ

デ
ル

と
し

て
も

有
用

と
考

え
る

。
ま

た
、

同
シ

ス
テ

ム
導

入
に

よ
り

取
得

し
て

い
る

IS
O

1
4
0
0
1
認

証
に

つ
い

て
は

、
東

濃
地

科
学

セ
ン

タ
ー

が
遂

行
す

る
業

務
が

第
三

者
に

よ
る

チ
ェ

ッ
ク

を
受

け
て

い
る

と
い

う
証

左
と

も
な

る
た

め
、

地
域

の
方

々
の

信
頼

を
よ

り
得

る
た

め
に

も
維

持
し

て
い

く
。

　
廃

止
措

置
業

務
の

進
捗

に
合

わ
せ

た
環

境
目

的
、

目
標

を
設

定
す

る
と

と
も

に
、

平
成

2
2
年

度
の

取
組

で
あ

る
省

エ
ネ

活
動

に
つ

い
て

、
化

石
燃

料
及

び
電

力
使

用
量

の
削

減
を

目
標

と
し

た
「
省

エ
ネ

の
推

進
」
を

環
境

目
的

に
設

定
し

た
。

　
内

部
監

査
の

結
果

、
IS

O
1
4
0
0
1
規

格
要

求
事

項
の

適
合

性
及

び
シ

ス
テ

ム
の

維
持

状
況

は
妥

当
で

あ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
、

自
己

宣
言

の
継

続
が

妥
当

と
判

断
さ

れ
た

。
ま

た
、

内
部

監
査

指
摘

事
項

の
対

応
処

置
状

況
に

つ
い

て
は

、
環

境
管

理
推

進
委

員
会

で
適

宜
報

告
し

、
確

実
に

対
応

処
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
　

「
ふ

げ
ん

」
は

、
今

後
も

廃
止

措
置

業
務

の
進

展
に

適
し

た
環

境
目

的
、

目
標

を
設

定
し

、
継

続
的

な
環

境
改

善
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
外

部
へ

の
情

報
発

信
に

努
め

る
。
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表

A
-
6
　

環
境

に
配

慮
し

た
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

状
況

（
2
0
1
0
年

度
実

績
）

拠
点

名

サ
イ

ク
ル

研

大
洗

高
崎

東
濃

ふ
げ

ん

人
形

　
「
影

響
を

及
ぼ

し
得

る
取

引
先

の
影

響
評

価
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
を

定
め

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
き

、
取

引
先

へ
の

指
導

・
助

言
を

行
う

と
と

も
に

、
環

境
活

動
へ

の
協

力
を

依
頼

し
て

い
る

。
　

取
引

先
へ

は
、

環
境

へ
の

配
慮

活
動

に
つ

い
て

2
年

に
1
回

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
（
平

成
2
2
年

度
は

実
績

な
し

）
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

セ
ン

タ
ー

の
環

境
配

慮
活

動
に

反
映

し
、

環
境

負
荷

の
低

減
を

図
る

仕
組

み
と

し
て

い
る

。

環
境

に
配

慮
し

た
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

状
況

　
（
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
方

針
、

基
準

、
計

画
、

実
績

等
）

　
環

境
負

荷
の

低
減

活
動

推
進

の
た

め
、

グ
リ

ー
ン

購
入

を
と

お
し

て
環

境
に

や
さ

し
い

物
品

の
購

入
に

努
め

て
い

る
。

ま
た

、
各

取
引

先
に

対
し

て
は

、
機

器
の

納
品

時
は

過
剰

梱
包

を
避

け
る

こ
と

、
油

類
・
薬

品
等

の
納

品
時

は
漏

え
い

や
破

損
を

防
ぐ

こ
と

な
ど

調
達

・
請

負
契

約
等

に
お

い
て

協
力

を
依

頼
し

て
い

る
。

　
発

注
仕

様
書

で
環

境
へ

配
慮

す
る

事
項

及
び

グ
リ

ー
ン

購
入

法
の

推
進

等
を

要
求

し
て

い
る

。

　
各

取
引

先
に

対
し

て
は

、
発

注
仕

様
に

お
い

て
、

グ
リ

ー
ン

購
入

法
の

推
進

及
び

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

「
ＩＳ

Ｏ
１

４
０

０
１

」
規

格
に

基
づ

き
制

定
し

た
「
環

境
方

針
」
の

理
解

と
当

研
究

所
に

お
け

る
環

境
活

動
へ

の
協

力
依

頼
を

行
っ

て
い

る
。

　
発

注
仕

様
書

に
お

い
て

、
グ

リ
ー

ン
購

入
法

の
推

進
等

を
要

求
し

て
い

る
。

　
管

理
区

域
に

持
ち

込
む

物
品

量
の

低
減

及
び

管
理

区
域

内
で

の
廃

棄
物

発
生

低
減

の
た

め
の

「
ふ

げ
ん

」
で

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
、

協
力

会
社

に
対

し
協

力
を

要
請

し
て

い
る

。
ま

た
、

発
注

仕
様

書
に

グ
リ

ー
ン

購
入

法
の

推
進

及
び

作
業

を
行

う
場

合
に

お
い

て
、

「
『
ふ

げ
ん

』
の

廃
止

措
置

を
行

う
う

え
で

処
分

が
困

難
と

な
る

廃
棄

物
（
鉛

、
ア

ル
ミ

、
ア

ス
ベ

ス
ト

等
）
を
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付録Ｃ. 報告対象拠点等の名称とその略称 

 

 （ ）内は本報告書中での略称を示す。 
◎幌延深地層研究センター（幌延） 
◎青森研究開発センター（青森） 
◎主たる事務所（本部） 
◎東海研究開発センター・原子力科学研究所及び J-PARC センター（J-PARC） 
（以上、原科研） 
◎同・核燃料サイクル工学研究所（サイクル研） 
◎大洗研究開発センター（大洗） 
◎那珂核融合研究所（那珂） 
◎原子力緊急時支援・研修センター（NEAT） 
◎高崎量子応用研究所（高崎） 
◎東京事務所（東京）、埋設事業推進センター（埋設） 
及びシステム計算科学センター（上野）、（以上、東京地区） 

◎東濃地科学センター（東濃） 
◎敦賀本部・事務所（敦賀） 
◎同・高速増殖炉研究開発センター（もんじゅ） 
◎同・原子炉廃止措置研究開発センター（ふげん） 
◎同・国際原子力情報・研修センター（国際セ） 
◎関西光科学研究所（関西研） 
◎人形峠環境技術センター（人形） 
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付録Ｄ. 電気事業者別のCO２排出係数（2009年度実績）（平成22年12月27日環境省公表）

参考：表　電気事業者別二酸化炭素排出係数 （kg-CO2/kWh）

使用年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度
平成21年度

実
平成21年度

調整後
平成22年度

実
平成22年度

調整後
H22/H21

実
H22/H21
調整後

北海道電力 0.502 0.479 0.517 0.588 0.588 0.433 0.423 0.74 0.72

東北電力 0.510 0.441 0.473 0.469 0.340 0.468 0.322 1.00 0.95

東京電力 0.368 0.339 0.425 0.418 0.332 0.384 0.324 0.92 0.98

北陸電力 0.407 0.457 0.555 0.550 0.483 0.374 0.309 0.68 0.64

中部電力 0.452 0.481 0.470 0.455 0.424 0.474 0.417 1.04 0.98

関西電力 0.358 0.338 0.366 0.355 0.299 0.294 0.265 0.83 0.89

中国電力 0.555 0.555 0.555 0.674 0.501 0.628 0.496 0.93 0.99

（株）エネット 0.424 0.441 0.427 0.436 0.436 0.429 0.429 0.98 0.98

ダイヤモンドパワー（株） 0.403 0.432 0.468 0.482 0.482 － － － －

（株）ファーストエスコ 0.309 0.292 0.353 － － － － － －

F-Power － － － － － 0.483 0.396 － －

平均（合計/10） 0.429 0.426 0.461 － － － － － －



国際単位系（SI）

乗数　 接頭語 記号 乗数　 接頭語 記号

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60s
時 h 1h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648000) rad

ヘクタール ha 1ha=1hm2=104m2

リットル L，l 1L=11=1dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1u=1 Da
天 文 単 位 ua 1ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1メートル系カラット = 200 mg = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー）4.184J（｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 sA
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 sA
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立法メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立法メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 基本単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量, 方向

性線量当量, 個人線量当量
シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg 1mmHg=133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)2=10-28m2

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ ジ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ ｪ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ｃ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（c）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。

（第8版，2006年改訂）
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